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明野小スタンダード 
校長 谷川 充穂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学力向上のためには、授業・研究・うちガクの三位一体化が図られなければなりません。  

 

 

 

 

 

 

 

 １１月２４日現在で、ほぼ全ての教師の授業が公開され、研究を深めました。この明野小ス

タンダードがほぼ定着されていることがわかりました。  

 毎日の授業が、ほぼ同じ形態で行われますから、子ども達は、安心して自信をもって授業に

取り組むことができます。算数的活動を大切にした授業展開から、主体的な学習へと変わって

きています。 

 うちガクの取り組みも、定着が図られてきましたが、前回行った調査では、残念ながら、提

出率が若干減りました。しかしながら、勉強時間が増加したことは喜ばしいことです。  

 集中して、学習することに課題が残っているようですが、今後とも連携を密にして、子ども

達によりよい学びの場を提供していきたいと考えています。ご協力の程よろしくお願い致しま

す。 

出会い  ふれ合い  学び合い  心が通う  明野小  

 

 

 

 

学びのキーワード～元気 （げんき）・本気 （ほんき）・根気 （こんき）・勇気 （ゆうき）～  

明 野 

明野小スタンダードとは 

   ・学習規律 

  ・授業展開 

  ・板書 

  ・ノート                 の規準が示されています。  
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・予習(授業がより理解できます） 

・復習(理解度が高まります） 

・宿題(理解の定着を図ります） 
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書き初めの学習  ～アウトリーチ活用授業～  

 アウトリーチ（奉仕）事業により、お二人の書道の達人  

を招き、書き初め指導が行われました。先生にお手本を書  

いていただいたあと、一人一人アドバイスを受けながら、  

一文字一文字に思いをこめて筆を運んでいました。  

＜先生の言葉＞ ～「トン」とおいて、「スーッ」と書く～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年も明野柳町内会様から、「さくら文庫」充実  

のためにとご寄付をいただきました。子どもたちの  

読書活動充実のために使わせていただきます。  

ありがとうございました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月の行事予定 

１火 参観日（低学年）５校時 

   明野作品展（～４日） 

２水 ５時間授業（苫教研） 

３木 参観日（中学年）５校時 

４金 参観日（高学年）５校時 

 ８火 科学センター学習（５年） 

９水 午前授業 

１０木 午前授業 

１４月 校内授業研究 

１８金 スケート教室（1～3 年） 

冬休み図書貸出(１、２年) 

２１月 スケート教室（4～6 年） 

冬休み図書貸出(３、４年) 

ＰＴＡ行事（3-1） 

２２火 全校音楽 

冬休み図書貸出(５、６年) 

大掃除 

２３水 天皇誕生日 

２４木 ２学期終業式(下校 11：20) 

２５金 冬季休業（～1/18） 

明野学習室 

２８月 明野学習室 

 

 

平成２８年１月１９日（火） 

３学期始業式 

本格的な冬の時期がいよいよやって 

きます。 

日本気象協会の長期予報では、今年

の冬は、平年並みの寒さになる見通しとか。苫小牧は降雪量の少ない 

地域ではありますが、油断はできません。歩道の多くが路面凍結の状 

態になりますから、足元に気をつけ、転倒によるけがなどに注意をお 

願いします。 


